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　　　　2012年1月18日自治労会館3階役員室において開催

１  会長挨拶

２　報告事項
（１）経過報告（第１回役員会11月16日・17日）
　　12月7日～9日全消協第42回労働講座　東京
　　（北海道14名・未組織1名　計15参加）
　　12月22日　第2回4役会議
　・会費請求書　発送済
　・全消協第3回リーダーセミナー案内　メール配信済
　・沖縄県消協設立30周年　祝電送付
　・組織化オルグ状況（泊・長万部・知内）
　
　道本部各地本春闘討論集会　各地方ブロック対応
　
　消防職場組織実態調査（未実施の単協は確認）

　対道話し合い

（２）道消協女性連絡会
　　日　 時　1月27日（金）15時00分～17時00分
　　場　 所　自治労会館2階応接室
　　その他　1月28日（土）道本部第31回女性交流集会及び
　　　　　　　2012年度政治学習会

（３）　全消協報告
３　協議事項
（１）青年・女性研修会について
　　日　 時　2月20日（月）13時30分～17時00分
　　場　 所　自治労会館4階ホール
　　内　 容　別紙のとおり
　　参加者  当日4役対応
　
（２）　幹事数の見直しについて

（３）　全消協第1回ユース部幹事会について

４　連絡事項
（１）行事等の確認
　　　3月10日全消協第1回ユース部幹事会（事務局長対応）
・道本部消防組織化対策委員会（未定）
・全消協組織強化拡大委員会（未定）
・自治労全国大会8月30・31日（函館開催）
・全消協総会は日程未定（北海道）
・年間行事予定

2012年度第２回道消協役員会

　 道内の消防広域化が一部地域で実施に向け協議されて

いるが恵庭市、千歳市、北広島市の3市が給与、勤務体

制を理由に広域化を白紙に戻す状態となった。

 　十勝地方（19市町村）でも一極集中が進みかねない等

の理由で広域化が難航している。

 　釧路管内(8市町村)は運営、財政面で調整が難航し広

域化を断念。

 　いずれも北海道内での消防広域化については、課題が山

積しており、国が進めている広域化とは逸している現状が改め

て浮き彫りとなった。

　小樽消防行政研究会会員大橋健史（48歳）が1月
20日にご逝去されましたので、ここの謹んでお悔や
み申し上げますと共に皆様方にご報告いたします。

訃報

署名協力のお願い
　 全消協より横浜市消防職員協議会から「難病認定嘆願

書」の署名協力依頼がありました。

　 横浜市消防職員協議会の会員が100万人に1人の発症率

「腹膜偽粘液種」を発病し現在治療に専念しており、完治が

困難な病気です。そこで各単協へ署名協力のお願いをしてい

ますので嘆願書への署名協力宜しくお願いします。

　謹 賀 新 年
　 新年明けましておめでとうございます。
本年も団結権獲得を目指し役員一同一致団結し道消協の発展
に一意専心努力して参りますのでよろしくお願いします。
　また、各単協の益々の発展と皆様方のご健勝をお祈り申し上
げます。

５　各地方ブロック活動報告（オルグ・ブロック活動・情報など）
（１）旭川地方ブロック
（２）岩見沢地方ブロック
（３）釧路地方ブロック
（４）札幌地方ブロック
（５）函館地方ブロック
（６）その他
・消防職員組織拡大状況一覧表（オルグ）の更新について

６その他
（１）全消協2012年度労働条件等調査について
（２）その他

編集後記
　 解散総選挙が今年行われるとマスメディア等で取り上げら
れているなか、1月24日通常国会が召集されいよいよ「国家公
務員制度改革関連4法案」が審議されようとしている。しかし各
政党が政策より政局に重点をおき党利党略しか見えてこな
い。
　 審議の難航が予想されるなか、骨抜きになっては意味がな
い。
　 先日政府が地方公務員の給与等についても労使協定で決
める法案を提出した。また国家公務員の給与削減が地方公務
員に波及することがないことを祈るだけだ。いずれにせよ今国
会は今後私たちの行く末を決める重大な鍵を握っているのも
確かだ。

北海道消防職員協議会


